
11月は

期間です。

労働時間等の現状をみると、週の労働時間が60時間以上の労働者の割合は減少傾向にある

ものの平成22年には増加に転じ、依然として高い水準で推移するなど未だ長時間労働の実態

がみられます。また、脳・心臓疾患に係る労災認定件数は平成22年度においても285件にの
ぼるなど、過重労働による健康障害も依然多い状況にあるほか、割増賃金の不払いに係る労

働基準法違反も後を絶たないところです。

長時間にわたる過重な

労働は疲労の蓄積をも

たらす最も重要な要因

です。

時間外・休日労働が月

45時間を超えて長くな
るほど、業務と脳・心

臓疾患の発症との関連

性が強まります。

労働基準法に違反す

る、賃金不払残業は、

あつてはならないもの

です。

これらの問題の解消のためには、労働時間を適正に把握し、時間外労働に対する適切な対処

が必要です。※1

※2
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※ 4

※1厚生労働省「労働時間の適正な把握のために使用者が講ずべき措置に関する基準」(平成13年 4月 )
※2厚生労働省「過重労働による健康障害を防止するために事業者が講ずべき措置」(平成18年 3月 )
※3「労働基準法第36条第1項の協定で定める労働時間の延長の限度等に関する基準」(平成10年労働省告示第154号 )

※4厚生労働省「賃金不払残業の解消を図るために講ずべき措置等に関する指針」(平成15年 5月 )


